
相模原地域産業保健センター

コーディネーター 後藤昌弘

相模原市における働く人のメンタルヘルス対策

～はじまりは地域・職域関係者の顔が見える関係づくりから～

平成２２年度地域・職域推進事業関係者会議
平成２３年２月２４日（木）



本日の話題

１．はじめに

２．地域産業保健センターとは、事業内容

３．働く人のメンタルヘルス

４．連携関係団体

５．メンタルヘルスケア連携事業

６．まとめ



相模原市

人口 ７１４，１７９人 平成22年9月1日

（平成１７年国勢調査から推定）

事業所 23,408事業所、内50人未満 22,780事業所

従業員 （232,087人） （146,110人）

（平成18年10月1日事業所、企業統計調査）



地域産業保健センターとは？

地域産業保健センターは国（厚生労働省）が神奈
川県医師会に委託し、労働者が５０人未満の事業
場で働く方々に対して産業保健サービスを無料で
提供する機関です

職場の健康管理を応援します



２.1 健康相談窓口を開設しています

市内の身近な施設に健康相談の場所を設け
ています。

・健康診断の事後措置

・過重労働対策等

・生活習慣病対策

・メンタルヘルスケア



医師、保健師等が、皆様の事業場に

お伺いし
健康診断結果の事後措置、

生活習慣病対策等

について産業医の立場で、

助言、指導をさせていた

だきます。

２.2 訪問による産業保健指導を行っています



１．定期開設 毎週1回

開設場所 開設時間帯

・南メディカルセンター

・サン・エールさがみはら

・けやき会館

２．セミナー終了後（メンタルヘルスセミナー等）

３．その他（要望があった時等）

２.3 こころの相談室を開設しています

昼間 ３回/月

夜間 １回/月

夜間 １回/月



働き上手 山本先生 笑いとストレス 古橋先生

相模原市保健所との共催事業の例（市民対象）

２.4 産業保健情報の提供をしています。

セミナー、労働衛生教育の実施等

企業内セミナー 労務安全衛生協会と共催セミナー



事業展開の基本的姿勢

コーディネーター一人では、

何もできない！

関係団体等の

物的、人的資源を

最大限活用させていただく

3.働く人のメンタルヘルス対策



3.働く人のメンタルヘルス対策

１．個別相談窓口の開設

２．メンタルヘルス支援セミナーの実施

３．メンタルヘルス教育の実施

４．情報の提供



働き盛り層のメンタルヘルスケア支援事業体制

相談の体制
・相談員：若干名（地元企業出身保健師、産業看護師、推進セン

ター相談員等）
・協力医：地域産業保健センター協力医（心療内科、企業産業医）
・精神科医

相談ルート
個人･事業場等からの依頼

相談員による相談 継続（稀におじさん相談員の相談）

医師の面談の要あり

協力医によるカウンセリング

精神科医のカウンセリングの要あり
紹介状発行

精神科医によるカウンセリング

3.働く人のメンタルヘルス対策



個別相談開設形態（相談員による相談）

・常設 地域産業保健センター、市民会館

市各種施設（サンエールさがみはら

けやき会館等）

・セミナー終了後（市民会館、産業会館等）

・随時開設（緊急時、事業場での相談等）

3.働く人のメンタルヘルス対策



健康相談（事後措置、過重労働）
心とからだの健康相談

相談員 協力医 相談員（神奈川県相模原地域産業保健センター及び神奈川産業保健推進センター）

場所
南メディカルセ

ンター
法人会館

サン・エール
さがみはら

夜

南メディカルセ
ンター

南メディカルセ
ンター

けやき会館、
市民会館 夜

南メディカルセ
ンター

ソレイウ（土）

時間
13：30～1５：

30
13：30～1４：

30
18：00～20：

00
13：30～15：

30
13：30～15：

30
18：00～20：

00
13：30～15：

30
13：30～15：

30

4月 １日（木） 1２日（月） ７日（水） 1２日（月） 1４日（水） 21日（水） け ２６日（月） 24日（土）

5月 ６日（木） 1０日（月） １２日（水） 1０日（月） 1２日（水） 19日（水） け ２４日（月） 2２日（土）

6月 ３日（木） 1４日（月） ２日（水） 1４日（月） ９日（水） 16日（水） け ２９日（火） １９日（土）

7月 1日（木） 1２日（月） ７日（水） 1２日（月） 1４日（水） 21日（水） け ２６日（月） 24日（土）

8月 ５日（木） ９日（月） ４日（水） 1９日（月） 1１日（水） 18日（水） ２３日（月） 2８日（土）

9月 ２日（木） １３日（月） １日（水） 1３日（月） ８日（水） 15日（水） ２７日（月） 2５日（土）

10月 ７日（木） 1８日（月） ６日（水） 1２日（火） 1３日（水） 2０日（水） ２５日（月） 2３日（土）

11月 ４日（木） ８日（月） １０日（水） ８日（月） 1０日（水） 17日（水） ２２日（月） 2７日（土）

12月 ２日（木） 1３日（月） １日（水） 1３日（月） ８日（水） 15日（水） ２７日（月） １８日（土）

1月 ６日（木） 1７日（月） ５日（水） 1１日（火） 1２日（水） 19日（水） ２４日（月） 2２日（土）

2月 ３日（木） 1４日（月） ２日（水） 1４日（月） ９日（水） 16日（水） ２８日（月） 2６日（土）

3月 ３日（木） 1４日（月） ２日（水） 1４日（月） ９日（水） 16日（水） ２８日（月） 2６日（土）

平成２２年度「健康相談」・「心とからだの相談」開設予定表 費用はかかりません

3.働く人のメンタルヘルス対策



神奈川県相模原地域産業保健センター

相模原市医師会

産業医部会

関係諸団体
・神奈川労務安全衛生協会
相模原支部

・労働災害防止団体
・市町村法人会
・工業団地組合
・大企業安全衛生協力会
・商工会
・相模原市商工会議所
・あじさいメイツ*
・健診機関連絡協議会

精神科医会

指導支援

協力支援

*財団法人相模原市中小企業勤労者
福祉サービスセンター

産業保健推進連絡協議会
相模原労働基準監督署
相模原市医師会
神奈川労務安全衛生協会
相模原支部

神奈川労働局労働衛生課

相模原労働基準監督

神奈川産業保健
推進センター

相模原市保健所

関係官公庁・諸団体との連携

相模原市精神福祉センター

４．連携関係団体

神奈川県医師会

神奈川県地域産業保健センター



５. 主な連携推進事業（関係団体と）

事 業 行事等 関係団体

健康相談窓口の開設
安全･衛生大会等 労働災害防止団体等

健康診断実施時等
あじさいメイツ・商工
会・健診機関

セミナーの実施

セミナー、個別相談
保健所、労働災
害防止団体、企
業、関係団体

セミナー、個別相談

健康向上行事等への参画 健康相談
保健所、商工会
あじさいメイツ

広報活動 関係団体各種大会、研修会



５. 主な連携推進事業例（労務安全衛生協会）



５. 主な連携推進事業（働く人の健康づくり地域・職域連携推進連絡会）



５. 主な連携推進事業（相模原市保健所中央保健センター）



５. 主な連携推進事業（相模原市保健所緑保健センター）



4.1主な連携推進事業（相模原市保健所南保健センター）



５．主な連携推進事業（さがみはら市民健康づくり会議・相模原市）

個別相談あり！



平成２２年度メンタルヘルス研修会・シンポジウム等（共催等）

月日 内容 関係団体 参加者数

９月２日 全国労働衛生週間推進大会 労働災害防災団体 ４００

９月４日 自殺予防シンポジウム 相模原市精神保健福祉センター

９月１７日 職場のメンタルヘルス 相模原地域産業保健センター事業 ２５

１０月１６日 健康フェスタ 地域保健課、精神保健センター ー

１０月２０日 パワーハラスメント 神奈川労務安全衛生協会 ６０

１０月２９日 産業医研修会 相模原医師会、労務安全衛生協会

１１月５日
働く人の健康づくり職域・職域連
携推進シンポジウム

働く人の健康づくり職域・職域連携推
進連絡会

１月１４日 職場のメンタルヘルス 社会労務管理士協会 ５０

１月２２日 体と心のストレスケア 相模原市保健所中央保健センター ８８

１月２９日 自分発見コミュニケーション講座 相模原市保健所緑保健センター ６７

２月７日 産業医研修会 相模原医師会、労務安全衛生協会

２月２６日 アサーティブコミュニケーション 相模原市保健所南保健センター

3月6日 産業医研修会 相模原市医師会,労務安全衛生協会

個別相談実施

５. 平成22年度主な連携推進事業（メンタルヘルス対策関係）
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５. 個別相談者数（メンタルヘルス対策関係）



５．まとめ（連携事業推進に当たって）

・協力団体のコンセンサスの確認

・協力団体の資源の活用（人的、物的）

・地域内の資源の活用（人的）

・地道な活動（成果を急がない）

・本来の目的を常に再確認



ご清聴ありがとう

ございました


